
地
元
産
の
農
産
物
を

食
べ
よ
う
！

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
組
合
員 

・
地
域
の
皆
様
に
は
、
新

た
な
良
き
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
の
経
済
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
景
気
の
低
迷

や
社
会
、
経
済
活
動
の
停
滞
な
ど
に
多
大

な
影
響
を
受
け
て
お
り
ま
す
が
、
３
回
目

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま
り
経
済
活
動
も 

少
し
ず
つ
活
性
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
年
末
よ
り
発
症
し
た
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
が
心
配
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

掛
川
市
農
業
協
同
組
合
は
、
本
年
60
周

年
を
迎
え
ま
す
。
昨
年
は「
あ
り
が
と
う
・

お
か
げ
さ
ま
で
60
年
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
の
も
と
、
皆
様
と
と
も
に
農
協
事

業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
第
75
回
全
国
茶
品
評

会
（
深
蒸
し
煎
茶
の
部
）
に
お
い
て
夢
路

松
下
園
（
西
山
口
）
が
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
管
内
茶
工
場

が
上
位
入
選
を
果
た
し
た
結
果
、
掛
川
市

が
23
回
目
の
産
地
賞
を
受
賞
し
、
掛
川
茶

の
名
声
が
さ
ら
に
高
め
ら
れ
ま
し
た
。
生

産
者
の
皆
様
の
茶
業
に
対
す
る
情
熱
と
生

産
・
製
造
技
術
の
高
さ
に
心
か
ら
の
敬
意

を
表
し
感
謝
と
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
の
７
月
よ
り
新
時
代
へ
の
挑
戦
と

し
て
立
ち
上
げ
た
「
あ
ぐ
り
サ
ポ
ー
ト
掛

川
」
は
、
多
く
の
皆
様
か
ら
申
し
込
み
を

頂
い
て
お
り
ま
す
。
複
合
経
営
作
物
普
及

の
支
援
に
繋
げ
て
い
け
る
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

本
年
は
Ｊ
Ａ
掛
川
市
３
か
年
計
画
「
新

時
代
へ
の
挑
戦
、
農
業
の
飛
躍
・
経
営
の

革
新
」
の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。
４
つ

の
基
本
目
標
　
①
地
域
の
農
業
振
興
強
化

に
取
り
組
み
ま
す
　
②
Ｊ
Ａ
事
業
で
生
産

拡
大
を
後
押
し
し
ま
す
　
③
農
業
振
興
を

応
援
す
る
組
織
を
育
成
し
ま
す
　
④
経
営

環
境
に
対
応
し
た
経
営
へ
の
転
換
を
進
め

ま
す
　
に
沿
っ
て
事
業
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

厳
し
い
社
会
・
経
済
環
境
の
も
と
で
は

あ
り
ま
す
が
、協
同
組
合
は
「
人
の
組
織
」

「
人
々
の
必
要
と
期
待
を
協
同
の
力
で
実

現
す
る
こ
と
」
の
定
議
を
強
く
思
い
、
先

人
達
の
積
み
上
げ
て

き
た
力
を
発
揮
し
「
な
く
て

は
な
ら
な
い
農
協
」
を
目
指
す
た
め
、

本
年
も
組
合
員
・
地
域
の
皆
様
と
と
も
に

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

結
び
に
役
職
員
一
同
、
組
合
員
・
地
域

の
皆
様
方
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

代表理事専務
塩 澤勝 義

理事・金融・共済委員
横 井 隆 一

常務理事
榛 葉  稔

理事・金融・共済委員長
鈴木 浩 司

理事・金融・共済委員
松 浦久 夫

理事・金融・共済副委員長
杉山 喜康

理事・金融・共済委員
村上 久 雄

理事・経済委員長
大 塲 秀 明

理事・経済副委員長
山崎 耕 一

理事・経済委員
松 浦文 男

理事・経済委員
堀内 敏 夫

理事・経済委員
山本 浩 二

理事・経済委員
大塚美恵子

理事・茶業委員長
石川和史

理事・茶業副委員長
守屋  篤

理事・茶業委員
渡辺 孝義

理事・茶業委員
中 根  保

理事・茶業委員
鈴木崇 仁

理事・茶業委員
鈴木 深雪

代表監事常勤監事
小 柳津 徹

監事・東部地区
松 永 行 由

監事・西部地区
戸 塚  博

監事・北部地区
柴田正信

監事・南部地区
石川哲司

員外監事
鴨川  登

掛
川
市
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長

松

永

大

吾

地域振興
組合員とともに

初心忘るべからず組合員の思いに応えるべ
く、職員と力を合わせ精
一杯努力する

初志貫徹
（しょしかんてつ）

人生は修行
仕事は一番の修行

自給自足で農地活性報恩感謝
（ほうおんかんしゃ）

誠実努力
（せいじつどりょく）

涓滴岩を穿つ
（けんてきいわをうがつ）

無病息災
何事にも健康が第一

健康で農作業至誠一貫
（しせいいっかん）

一期一会
（いちごいちえ）

役職員一致団結雲外蒼天
（うんがいそうてん）

現状打破
（げんじょうだは）

初志貫徹
（しょしかんてつ）

春の来ない冬は
無い

地味に力を蓄える温故知新
（おんこちしん）

和衷協同
（わちゅうきょうどう）

国民の命と健康のため
農産物生産を通じて農
協運動の前進を図る

向上心と緊張感を持っ
て楽しく仕事をする

創意工夫、
諦めない強い心

不易流行…
不変と変革の見極め

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

日々是好日
（ひびこれこうじつ）

〈新年の抱負〉
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１
９
６
２
年
３
月
、
掛
川
市
内
を
一
円

と
す
る
農
協
合
併
を
行
い
掛
川
市
農
業
協

同
組
合
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ほ

ど
な
く
し
て
「
あ
ぐ
り
」
の
前
身
と
な
る

「
農
協
だ
よ
り
」
が
創
刊
。
そ
の
後
、
時

代
の
変
化
と
と
も
に
新
聞
の
形
式
か
ら
冊

子
と
な
り
、Ａ
４
版
、
全
面
カ
ラ
ー
へ
と

変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
も
、

Ｊ
Ａ
掛
川
市
と
い
う
愛
称
の
使
用
を
始
め

た
こ
と
で
「
農
協
だ
よ
り
」
か
ら
「
Ｊ
Ａ

だ
よ
り
」に
変
わ
り
、よ
り
親
し
み
を
持
っ

て
い
た
だ
く
た
め
農
業
を
意
味
す
る

agriculture

を
略
し
た
「
あ
ぐ
り
」
に

な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
掛
川
市
で
は
、
２
０
２
２
年
２
月

末
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
広
報
誌
「
あ
ぐ
り
」

の
一
部
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
す
る

ほ
か
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
な
ど
の
デ

ザ
イ
ン
を
一
新
。
見
や
す
さ
と
使
い
や
す

さ
を
追
求
し
た
サ
イ
ト
へ
と
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。
広
報
誌
「
あ
ぐ
り
」
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
情
報
発
信
に
努
め
、
農

業
、
地
域
に
貢
献
す
る
広
報
活
動
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

あなたとＪＡを結ぶコミュニケーション誌

皆さまに支えられ

広報誌「　　　」が
号を迎えました700

あ
ぐ
り
の
あ
ゆ
み

新
た
な
広
報
の
形
へ

3
月

掛
川
市
農
業
協
同
組
合
設
立

10
月

東
京
五
輪

東
海
道
新
幹
線
開
業

5
月

東
名
高
速
道
路
全
線
開
通

9
月

日
中
国
交
正
常
化

10
月

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

2
月

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

3
月

国
道
１
号
掛
川
バ
イ
パ
ス
開
通

3
月

新
幹
線
掛
川
駅
開
業

1
月

新
元
号
「
平
成
」

4
月

消
費
税
導
入

米
不
足

12
月

東
名
掛
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

開
通

4
月

掛
川
城
天
守
閣
再
建

1
月

阪
神
大
震
災

196219641969197219731976198119881989199319941995
6
月

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
初
の

本
大
会
出
場

9
月

ア
メ
リ
カ
で
同
時
テ
ロ

4
月

掛
川
市
・
大
東
町
・
大
須
賀
町

合
併

9
月

ア
メ
リ
カ
証
券
大
手
リ
ー
マ
ン

・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が
経
営
破
綻

6
月

富
士
山
静
岡
空
港
が
開
港

3
月

東
日
本
大
震
災

4
月

新
元
号
　
令
和

12
月

中
国
・
武
漢
で
新
型
肺
炎
発
生

7
月

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

19982001200520082009201120192021
S37R03

57
年
前
の
1
月
は
榛
葉
虎
之
助

組
合
長
の
新
年
挨
拶
を
掲
載
。

当
時
の
名
称
は「
農
協
だ
よ
り
」

で
し
た
。

創
刊
２
０
０
号
。
表
紙

で
は
農
家
夫
婦
を
紹
介
。

特
集
は
組
合
員
意
向
調

査
結
果
の
報
告
。

Ｊ
Ａ
掛
川
市
と
い
う

愛
称
の
使
用
を
始
め

た
こ
と
か
ら
広
報
誌

の
名
称
も
「
農
協
だ

よ
り
」
か
ら
「
Ｊ
Ａ

だ
よ
り
」
へ
。

誌
面
が
全
面
カ
ラ
ー
に
。

カ
ラ
ー
初
の
特
集
は
東
山

い
っ
ぷ
く
処
の
オ
ー
プ
ン
。

表
紙
と
裏
表
紙
の
４
ペ
ー
ジ
を
カ

ラ
ー
に
。
表
紙
で
は
家
族
を
紹
介
。

表
紙
を
家
族
か
ら
旬

の
農
産
物
に
変
更
。

現
在
へ
と
続
き
ま
す
。

　

特
集
や
デ
ザ
イ
ン
、
写
真

な
ど
が
評
価
さ
れ
、
静
岡

県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
。

よ
り
親
し
み
や
す
い
名
称
を
と
、

農
業
を
意
味
す
るagriculture
を

略
し
て
「
あ
ぐ
り
掛
川
」
に
変
更
。 創

刊
１
０
０
号
。冊
子
に
な
り
、

表
紙
で
は
新
茶
シ
ー
ズ
ン
の
茶

の
手
揉
み
の
様
子
を
紹
介
。

Present Campaign

ハガキまたはEメールに ①住所 
②氏名 ③電話番号 ④あぐりの思
い出、エピソードを明記のうえ、
下記までお送りください。

応 募 方 法

令和4年1月31日（月）必着
※ご当選の発表は商品の発送をもってか
えさせていただきます。また、ご応募の際
にいただいた個人情報は商品の発送のみ
利用し、他の目的には利用しません。
※エピソードなどは広報誌に掲載させて
いただく場合があります。匿名希望の方は
ペンネームを明記してください。

応 募 締 切

〒436‐0008 掛川市千羽100‐1
JA掛川市あぐり
 「あなたとあぐり」係
Eメール
ja-kakegawa@docomo.ne.jp

応 募 宛 先

「あぐり」は、これまで多くの
方々に取材、撮影のご協力をいた
だき作成してきました。また、組
合員をはじめ地域の皆さまにも長
い間ご愛読いただいています。そ
こで「あなたとあぐり」と題し、取
材時の思い出や印象に残った記事
などを募集します。
ご応募いただいた方から抽選で
３名様にくみあい商品券（1,000
円分）をプレゼント。ぜひご応募
ください。

「あぐり」はＪＡ掛川市が制作する広報誌で、食・農・ＪＡの情報発信ツールとし
て毎月約８,０００部を発行しています。創刊から組合員、地域の皆さまに支えら
れ、今月号で記念すべき７００号を迎えることができました。今月号の特集では、
７００号記念として「あぐり」のこれまでのあゆみを振り返ります。

あ
ゆ
み
・
で
き
ご
と

昭和
40年1月
第14号

昭和
58年9月
第200号

平成
4年5月
第304号

平成
9年7月
第366号

平成
26年9月
第612号

令和
3年5月
第692号

昭和
50年5月
第100号

大 募 集！

あなたと
あぐり

リニューアル予定！
お楽しみに！

2 0 2 2 年 2 月末

COMING

SOON!

平成
18年5月
第512号

平成
13年7月
第414号
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